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環境レビュー結果 

 
(1)  照会番号 

０９－０５９ 
 

(2)  プロジェクト名 
LNG プロジェクト 
 

(3)  実施場所 
パプアニューギニア サザンハイランズ州他 

 
(4)  プロジェクト概要 

ガス田開発及び LNG 施設の建設等 
 

(5)  カテゴリ分類 
カテゴリ A 
 

(6)  カテゴリ分類の根拠 
環境ガイドラインに示される石油・天然ガス開発セクター、パイプラインセクター、

石油・ガス・化学物質ターミナルセクター、港湾セクターに該当し、影響を及ぼしや

すい特性（非自発的住民移転等）及び影響を受けやすい地域（国指定の保護対象地域、

保護が必要とされる貴重種の生息地、先住民の生活区域等）を伴うため。 
 

(7)  環境許認可 
現地国環境関係制度に基づき環境影響評価報告書が作成され、パプアニューギニア国

環境保全省より許認可を取得済である（2009 年 9 月）。 
 
(8)  汚染対策 

各施設において対策が講じられ、大気、騒音については国際基準を満足する計画であ

り、水質については現地基準および国際基準を満足する計画である。その他の汚染対

策についても適切に対策が講じられ、特段の問題は予見されない。 
 
 



(9)  自然環境面 
近隣に現地国で定める保護対象区域等が存在するが、適切なパイプラインルートの選

定、適切な工法の採用、生物多様性保全計画の策定等により対策が講じられる。 
保護が必要とされる貴重種への配慮として、植物については建設範囲の最小化や植生

回復等により植生の消失緩和策を実施し、動物については生息場所の事前調査や個別

の管理計画の策定等により影響の緩和が講じられる。 
 

(10)  社会配慮面 
本プロジェクトにより移転を含む社会経済的な影響を受ける住民や先住民族への配

慮、影響を受ける文化遺産への配慮については、それぞれについて対応計画が策定さ

れ、それらに基づき措置が講じられる。 
 
(11)  その他（モニタリング等） 

パプアニューギニア国環境保全省の指定する項目（排水、大気質、騒音等）に関する

モニタリングが実施され、パプアニューギニア国環境保全省に報告される。また、被

影響住民の生活環境に関するモニタリング、貴重種を含む生物相についてのモニタリ

ング等が計画されている。 
 

以 上 
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